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Withコロナ
での学び方

感染対策を講じながらの対面授業再開

密を避けながらのキャンパスライフ

特集

新 型コロナウイルス 感 染 予 防 を 充 分 に 講じな がら、三 軒 茶 屋

キャンパスで の 学 び やキャンパスライフをどのように取り戻して

いくか―Withコロナ2年目となった令和3年度は少人数演習科目

を中 心とした 対 面 授 業と、講 義 科目を中 心としたオンライン授 業

を バランスよく配 置 することで 、教 室・施 設 が 密 に なるリスクを

避 けな がらキャンパスライフを再 開しました 。

対 面 授 業 で は パ ー ティション やフェイスガ ード を 用 い た 飛 沫

感染防止、座席やマイクのアルコール消毒の徹底に加え、全学生

の着席位置を毎回記録することで、安全・安心な学び環境を維持

しています。キャンパス内を歩いていると、教室で学生がプレゼン

を行う様子や、ラウンジで談笑したりPCコーナーでレポート作成

に勤しむ学生の姿があり、キャンパスでの学びが徐々に息を吹き

返したことを実 感します。

学 部 1 年 生 からは「 対 面 授 業で 他 の 学 生 や 先 生とも交 流で き、

講 義 は 質 の 高 い オンライン 授 業 で 効 率よく学 べるの で 、今 期 の

授 業スタイル はとても自分 に向 いてい た」という感 想も寄 せられ

ました 。また 基 礎 疾 患 等 を 有 するなど通 学 に 不 安 の ある学 生 は 、

所定の届け出をすることですべてオンライン授業に切替えて受講

することもでき、誰もが 不 安 なく学 びを継 続できるよう引き続き

取り組んで いきます。

充 実し た キャン パ スライフ に は 、質 の 高 い 授 業 に

加え、友人との交流も大切になります。三軒茶屋キャン

パスで は、密 に なるリスクを避 けな がら、食 事 や 授 業

の 準 備 、時 に は 学 生 同 士 がリラックスして 過ご せる

スペースが設けられています。昼食は、1階食堂のほか

に 、指 定 教 室 で 取ることが で きます。日替 わりで 来る

フードトラックを利 用 することも楽しみ の 1 つで す。

授 業 の 合 間 は、学 生ラウンジ や 6 階 窓 側スペ ースを

利 用で きます。6 階 窓 側 は 、世 田 谷 の 街 並 み の 向こう

に東京タワーやスカイツリーが見渡せる気持ちの良い

環境で、1人用のテーブルや椅子が設置されています。

❶ 毎回決められた席に学生が座り行われる対面授業 ❷ 飛沫対策として講師席にアクリルの

パーティションを設置 ❸ 状況に応じて対面授業にオンラインでの参加も可能 ❹ 学生食堂

のテーブルにもパーティションを設置し、ソーシャルディスタンスと黙食を促す ❺ フード

トラックの駐車場にも行列の間隔を保つようにマーキング ❻ テーブルと椅子の数を減らして

ソーシャルディスタンスを確保した学生ラウンジでは、自習などに努める学生の姿も増えてきた

❼ 眺望が良く明るい6階窓側スペースは学生たちの憩いの場所として人気
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“コロナ”に翻弄され続けた1年を経て、
ようやく取り戻しつつあるキャンパスの日常風景。
まだまだ気を緩めることはできないものの、
様々な対策を講じた新たなスタンダードとしての学びや
つながりが実践されています。

第三期生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の中での最後の2年間でした。世界中の大学生が同じような環境下
で学びました。授業ではオンラインやオンデマンドの授業、インターンシップや就職
活動ではZＯＯＭなどを利用した面接と、これまでとは全く異なった環境の中で
大学生活を過ごされました。私たちも戸惑いや混乱の中でなんとか授業や指導
を行ってきました。このような経験をしてこれから社会へ旅立つ皆さん。これまでの努力に敬意を表します。
「窮すればすなわち変ず、変ずればすなわち通ず」八方ふさがりのように思える状況でも、解決する方法は必ず見つかる
という格言で、危機管理によくあてはまると思います。
特に困難だったこの2年間の経験をもとに、社会へ羽ばたいていく皆さんの前途に幸多かれと祈ります。そして、元気

な姿をホームカミングディで見せてください。
危機管理学部長  教授 福田 弥夫

卒業生の皆様へ
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頼られる税務職員を目指して

社会の様々な領域で活躍している危機管理学部の卒業生たちをご紹介します。

安心安全な暮らしを支えたい

学んだことが業務の中で活きている

都民のためにできることのすべてを

　私は東京国税局の採用で、現在は都内の税務署に勤務しています。税務職員は、幅広い

知識が求められ日々の自己研鑽が必要となります。また、実際に納 税 者 の 窓 口として、

国民の立場を肌に感じながら使命感を持って職務に取り組める

環境は、私を成長させてくれています。

　今後も税務関係の幅広い仕事をして経験を重ね、国民からも

組 織 からも頼られる税 務 職員になるということを目標として、

目の前の仕事に全力で取り組んでいます。

幅広い世代の人と接しながら、人々の安心安全で健康的な暮らしを支えていきたいと

思 い、公 務員を目指してきました。現 在 は 区 役 所 の 福 祉 保 健 課 に所属し、乳幼児から

お年寄りまで、様々な世代の方の暮らしと健康を支える業務に

携わっています。

また、災害時に適切な医療を区民の方に提供できるよう、区医師

会などと協力しながら災害時医療体制の整備を行っています。

私は現在システムエンジニアとして働いています。まだ本配属から半年も経っておらず、

分からないことばかりですが、日々新しい知識が増えることに喜びを感じ、充実した生活を

送っています。

システムエンジニアの仕事は危機管理学と通ずる点が多々あり、在学中に学んだリスク

に対する思考力は、サーバルームでの作業やIT技術を理解する際など、日々の業務における

様々な場面で活きていると思います。

現在の消防署に勤務して1年が過ぎました。現在はポンプ隊員として、火災や救助など、

多種多様な災害に出場しています。同じ災害は1つとしてないので、経験豊富な隊長や

先輩方から様々なことを教わりながら訓練する日々です。

今後は、ポンプ車の運行と放水のためのポンプ運用をする

機関員を目指し、資格取得に向けて関係法令などの勉学と操縦

訓練に励んでいます。

2021年卒業・2期生

2021年卒業・2期生

2021年卒業・2期生

2020年卒業・1期生

須藤 海
SUDO Kai

尾澤 悠菜
OZAWA Haruna

山下 凜
YAMASHITA Rin

長岐 裕介
NAGAKI Yusuke

NOW!卒業生

国税庁 勤務

横浜市南区役所 勤務

日本ヒューレット・パッカード勤務

東京消防庁 勤務

〈教員プロフィール〉

オープンキャンパスを
WEBと対面で同時開催！

危機管理学部オープンキャンパス2021模擬授業

昨年度はオンライン型のみでしたが、今年度

は7月のオープンキャンパスをオンライン型

とキャンパス来場型の併用で開催しました。

来場型では新型コロナ感染防止のため、はじめて「グループツアー方式」を

採用。来場順にグループをつくり、スタッフの引率のもと学部説明、模擬授業、

施設見学、進学相談に順番に参加していただくことで、フロアごとの来場者数

や間隔を管理しながら、安心して学部の学びに触れていただきました。模擬

授業も例年より実施回数が多く、複数の授業を「はしご」する来場者の姿も。

皆さん熱心に聴き入っていました。

東日本大震災から10年 木 下 誠 也  教 授

コロナ危機における防災・減災 山 下 博 之  准 教 授

コロナ対策と警察 金 山 泰 介  教 授

コロナ禍における日本の観光危機管理の動向と展望 田 昌 禾  准 教 授

新型コロナ禍とグローバル時代 先 﨑 彰 容  教 授

新型コロナウイルスに対する危機管理とリスクコミュニケーション 福 田 充  教 授

国際安全保障のリアリティを学ぶ
当研究室では国際安全保障や防衛問題について、実務の観点を踏まえた

リアリティを追求した研究を行っています。そのため、国際的な視点のみ

ではなく、国内政治過程、法学の知識を踏まえた政策分析といった複合的な

視点を持つことを目指しています。また三茶祭では、「新型コロナウイルス

感染症対応における軍事的知見の活用」をテーマに発表を行いました。

危機管理学部 ゼミナール紹介

特殊研究

吉田正法 研究室 担当教員     教授  吉田 正法 

専門／軍事法・戦争学
■ 防衛省内部部局等で防衛行政等に従事
■ 2020年本学教授に就任

丸茂：先生は長年法学を研究してこられたわけですが、危機管理学を学ぶ学生に考えて欲しいことは何でしょうか？

上野：危機管理学部の教育プロセスは法学をベースにした危機管理学を特徴としています。リスクに取り組み、そのコントロールを図ったり、
マネジメントを検討するとき、社会を構成する人に、より安全な社会を構築するため、さまざまなことが求められます。その際、主体である
構成員相互間の社会関係について把握することが必要です。このためには、法主体間の権利義務関係の分析が不可欠なのです。この点を
しっかりと意識して、難しいとは思うのですが、法律にも関心をもってもらい、法律関係の基礎的理解を養って頂きたいと期待しています。

丸茂：先生は、刑法が専門で、犯罪と刑罰のことを取り扱ってこられましたが、危機管理と刑法について、どのように
           お考えですか。

上野：この学部で教え始めて、わたし自身ずっと考えているわけですが、率直に言って、この質問にどう答えるべきか、
大いに悩みます。肝心な質問に的確に返答できず、頼りない先生で申し訳ありません（笑）。ただ、刑罰で
何でも解決できるというわけではないとは思っています。刑罰は強制的で非常に重大なサンクションです
ので、上手にそして慎重に利用することが大切でしょう。この観点から、刑罰以外のフォーマル、インフォー
マルな手段も含めて刑罰の利用を検討する必要があります。それと、もう一つ留意しなければならない
のは、被害者に対する救済·支援やケアと刑罰を科した後の加害者への対応についてです。これらとセットで、
刑法や刑罰を考えることが、今後ますます重要になってくるのではないでしょうか。

危機管理学部 教授 上野 幸彦

1987年日大大学院博士
後期課程退学。日大法学
部 助 手 、講 師 を 経 て、
2016年危機管理学部准
教授、2021年より現職。

〈教員プロフィール〉

教員の眼

市民の安全を図り、
被害者そして加害者のために
刑法の最適化について考え、

探っていきましょう。
インタビュアー

危機管理学部4年 丸茂 芙樹

国家、社会、個人の間に存在する刑法
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三茶祭
２０２１ レポート▷

三茶祭
２０２１▷レポート・

・・

・

▷

▷

三茶祭　実行委員会　委員長　川端あかり

広報局の二人がバッチリ記録

Campus Live

、、、、、、、、、、

今年のテーマは「Chat&meet（チャミッ

ト）」。オンライン上ではありますが、

多くの方とお話（Chat）し、まるで

会って（meet）いるような感覚になる、

そんなサミットのような場を三茶から

多くの方にお届けしたいと考え、

様々な企画を実施しました。三茶祭を

通して、危機管理学部・スポーツ科学部

の魅力を知って頂けたなら幸いです。

Now loading

三茶祭当日の本部の様子！

三茶祭の舞台裏

３、２、１　キュー！

▷

▷

。

▷

▷

▷

軽音サークル

▷

▷

第 5回は三茶祭史上初、オンライン

開催！皆で試行錯誤しながら

頑張りました。

インスタライブを行いながら実際に校内を歩き回

り、三軒茶屋キャンパスの日常を紹介しました。

▷

　　 三茶祭当日には、

様々な企画を YouTube

で公開しました。LIVE

配信企画では、視聴者

の皆さんもコメント

欄で盛り上がりました。

▷

▷

危機管理学部ちゃーさん▷

スポーツ科学部さんちゃん

三茶祭マスコットキャラクター

災害クイズ Show

撮

班
影

３つのお題で白熱の討論バトル！杉山先生

の巧みな弁論と、松尾先生のハイクオリテ

ィなパワポが注目ポイントです！

▷

水害に遭ってしまったハルカとサヤ。

こんな時、あなたならどうする？

災害について、先生方のフィードバ

ックを交えながら学べる企画です。

このページは、三茶祭実行委員会の学生が制作しています。5 6



スポーツ科学部3年 スポーツ科学部3年

スポーツ科学部4年 スポーツ科学部4年

スポーツ科学部1年 スポーツ科学部2年

池江 璃花子 小堀 倭加

関 海哉 長谷川 涼香

素根 輝 本多 灯

● 東京2020オリンピック
　女子4×100mメドレーリレー 8位
　女子4×100mフリーリレー 代表
　混合4×100mメドレーリレー 代表
● 日本選手権2021
　女子50mバタフライ 優勝（学生新）
　女子100mバタフライ 優勝
　女子50m自由形 優勝（学生新）
　女子100m自由形 優勝
● 日本学生選手権2021
　女子50m自由形 優勝
　女子4×100mフリーリレー 優勝
　女子4×200mフリーリレー 優勝

● 東京2020オリンピック
　女子400m自由形・800m自由形代表
● 日本選手権2021
　女子400m自由形 優勝（学生新）
● 日本学生選手権2021
　女子400m自由形  優勝（3連覇）
　女子4×100mフリーリレー 優勝
　女子4×200mフリーリレー 優勝

● 東京2020オリンピック
　男子4×100mフリーリレー代表
● 日本選手権2021
　男子100m自由形 3位
● 日本学生選手権2021
　男子100m自由形 優勝
　男子4×100mフリーリレー 優勝
　男子4×100mメドレーリレー 優勝

● 東京2020オリンピック
　女子200mバタフライ代表
● 日本選手権2021
　女子200mバタフライ 優勝

● 東京2020オリンピック
　女子78kg超級 金メダル
　男女混合団体 銀メダル
● グランドスラム・タシケント
　女子78kg超級 優勝

● 東京2020オリンピック
　男子200mバタフライ 銀メダル
● 日本選手権2021
　男子200mバタフライ 優勝
● 日本学生選手権2021
　男子200mバタフライ 優勝
　男子4×100mフリーリレー 優勝
　男子4×200mフリーリレー 優勝

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんは2020年からコロナ禍の中でさまざまな
工夫を凝らしながら学修に励み、学生生活をより充実したものにするため大変な努力を重ねられて
きたかと思います。コロナ禍において、これまでは当たり前に語られてきたスポーツの価値やスポーツ
の魅力といったものも、あらためて考え直さなければならなくなりました。本学部が養成を目指している
「反省的実践家」は、課題をその現場で発見し、解決へと導く方法論を様々な観点から検討し実践
することができる能力を持つ人材を指しますが、この現在の状況を打開するためにこのような人材は
大いに活躍できると考えています。卒業生の皆さんは「反省的実践家」として身に付けた能力を
いかんなく発揮し、ピンチをチャンスに変える発想力と、それを確実に実行していく実践力でこれから
の人生を切り開いていきましょう。

スポーツ科学部長  教授 小山 裕三

卒業生の皆様へ

Sports Sciences SEM
IN

A
R「RETURN TO PLAY、アスリートの競技復帰に最善を尽くす」

予防に勝る治療はないと言われるように、目標はケガや故障を無くすこと！

アスレ ティックリハ ビリテ ーション 領 域 を そ の 学 問 的 基 盤とし、ケガ や 故 障 の メカ ニズ ム を

知り、そ の た め の 予 防 の 方 法 や 競 技 復 帰 の た め の 最 適 な 道 筋 を 探 求 することをゼミナー ル の

特 徴 にしています。

そもそも姿 勢 や 動 作 は 身 体 の 仕 組 みとしてどのように 成り立っているの か、基 本 的 な 運 動 の

成り立ちを 知ることが 、競 技 力 向 上 へ の 近 道 で あるという考えに 立 脚して い ま す。このことを

探求するために、ゼミナールでは三次元動作解析装置など最先端の研究機材を使用しています。

一 方 で アスリート の 日 常 に 着 目し 、練 習 や 競 技 時 間 以 外 の 時 間 の 過 ごし 方 が 競 技 に 影 響

を 与えているか など、研 究 課 題 は 幅 広く扱うこととしています。そ の た め 、振る舞 い や 所 作 など

も考えな がら、競 技 力 向 上 だ けで なく広く健 康 問 題も扱うようにしています。

小松
ゼミナール

専門領域
リハビリテーション

医学

担当教員

教授 小松 泰喜

スポーツ科学部授業紹介

現象学的立場から人間の運動の構造と発生を理解し、スポーツ

活動に重要な運動質や運動観察、運動学習、運動の発達、運動の

指導方法などについて、運動研究の発展の歴史を踏まえながら理解

を深めることを目的とした、講義形式の授業となります。

競技スポーツ習得実習では日々のトレーニング
実践を振り返り、自身の動きに関するコツや
カン、イメージを取り上げます。グループディス
カッションを繰り返し行い、自身の動きを言語
化、文章化することと、グループメンバーのコツ・
カンを共有することでトレーニングの質的分析
を行います。コロナ禍においてはオンライン形式
でのディスカッションを実施しました。

競技スポーツ習得実習
スポーツ科学部  専任講師  加藤 幸真

スポーツ運動学原論
スポーツ科学部  助教  宮内 育大
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｜

本
多
灯
選
手
、銀
メ
ダ
ル
獲
得
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

｜

銀
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
時
の
率
直
な
気
持
ち

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ず
っ
と
自
分
が
目
指
し
て
き
た
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
言
葉
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い

の
で
す
が
、そ
の
時
は
本
当
に
う
れ
し
い
の

一
言
で
し
た
。

｜「
メ
ダ
ル
を
獲
れ
る
」と
い
う
の
を
意
識

し
た
の
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
か
？

日
本
の
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
は
レ
ベ
ル
が

高
い
の
で
、ま
ず
出
場
権
を
獲
得
で
き
れ
ば

決
勝
レ
ー
ス
に
は
行
け
る
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、メ
ダ
ル
が
獲
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
確
信
し
た
の
は
、本
当
に
最
後
の
50 

m
ぐ
ら
い
の
時
に「
あ
、行
け
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」っ
て
。レ
ー
ス
前
は
、た
だ
ひ
た
す
ら

自
分
の
泳
ぎ
を
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る

ぞ
っ
て
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
で
し
た
。

｜

ラ
ス
ト
50 

m
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
？

は
い
。僕
は
い
い
泳
ぎ
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、メ
ダ
ル
に
届
く
か
ど
う
か
は

分
か
ら
な
く
て
…
。で
も
最
後
の
タ
ー
ン
を

し
て
か
ら「
も
っ
と
い
け
る
ぞ
」っ
て
感
じ
た

の
で
、こ
れ
は
獲
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
、

最
後
の
50 

m 

で
思
い
ま
し
た
。

｜

い
や
ー
、す
ご
い
で
す
ね
。で
は
な
ぜ
メ
ダ
ル

を
獲
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

2
0
2
0
年
に
コ
ロ
ナ
が
流
行
っ
た
時
に
、出
場

す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
練
習
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、や
っ
ぱ
り
気
持
ち
が
ほ
か
の

人
よ
り
五
輪
に
向
い
て
い
た
の
か
な
っ
て

思
い
ま
す
。メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
と
い
う
思
い

も
強
か
っ
た
で
す
し
、そ
の
場
所
で
大
き
く
飛
躍

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
も
、周
り

の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
し
、多
く
の
方
の
力
を
借
り
て
、運
も
身

に
付
け
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜

本
多
選
手
に
と
っ
て「
五
輪
」と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
か
？

僕
に
と
っ
て
東
京
五
輪
は
、「
夢
の
舞
台
」で
し

た
。小
学
校
1
・
2
年
生
ぐ
ら
い
の
時
に
テ
レ
ビ

で
見
た
2
0
0
8
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
、そ
こ

で
北
島
康
介
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

時
の
光
景
が
頭
の
中
に
大
き
く
残
っ
て
い
て
、

そ
の
頃
か
ら
水
泳
を
や
っ
て
い
た
僕
は「
こ
の

舞
台
に
立
ち
た
い
」っ
て
す
ご
く
強
く
思
っ
た

ん
で
す
。今
回
そ
の
夢
の
舞
台
に
立
っ
て
戦
え

た
と
い
う
の
は
大
き
な
こ
と
で
し
た
が
、夢

だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、自
分
の
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
や
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、今
後
の
生
活

に
も
試
合
に
も
大
き
く
影
響
し
て
く
る
と

思
う
の
で
、本
当
に
す
ご
い
経
験
だ
っ
た
な
と

心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

｜

や
っ
ぱ
り
五
輪
は
夢
の
舞
台
で
す
よ
ね
。

そ
の
舞
台
に
立
て
る
だ
け
で
う
れ
し
く
て
満
足

だ
っ
た
ん
で
す
が
、多
く
の
選
手
か
ら「
出
場

す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、メ
ダ
ル
を
獲
ら
な
い
と

盛
り
上
が
ら
な
い
よ
」と
言
わ
れ
た
の
で
、本
気

で
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
意
味
で
濃
い
時
間
を
経
験
し
た
、

人
生
で
最
高
の
1
週
間
で
し
た
ね
。

｜

私
自
身
も
五
輪
に
3
回
出
ま
し
た
が
、そ
の

舞
台
は
何
回
出
て
も
ま
た
出
た
い
っ
て
思
え
る

と
こ
ろ
だ
し
、そ
こ
で
表
彰
台
に
昇
る
と
い
う

の
は
、ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
感
動
を
体
験
し

た
ん
だ
ろ
う
っ
て
、羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。

最
高
の
景
色
で
し
た
。
2
番
目
の
と
こ
ろ

か
ら
で
し
た
が（
笑
）。

｜

水
泳
を
始
め
て
か
ら
20
年
近
く
、こ
こ
ま
で

続
け
て
こ
れ
た
理
由
は
何
で
し
ょ
う
？

単
に
水
泳
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
ね
。今
も

好
き
で
す
。今
ま
で
練
習
に
行
き
た
く
な
い

と
か
、試
合
で
泳
ぎ
た
く
な
い
な
ん
て
い
う

時
は
あ
り
ま
し
た
が
、水
泳
に
対
し
て
嫌
気

が
差
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。僕
が
唯
一

ス
ト
レ
ス
解
消
で
き
る
の
が
水
泳
で
し
た
し
、

活
躍
で
き
る
と
こ
ろ
も
水
泳
な
の
で
、続
け
て

こ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜

水
泳
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
？

「
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
こ
と
の
良
さ
」で
す
か
ね
。

高
校
の
時
は
ふ
だ
ん
は
内
気
な
方
で
し
た
が
、

水
泳
に
対
し
て
だ
け
は
自
分
を
ガ
ン
ガ
ン

出
し
て
い
け
て
、ち
ょ
っ
と
目
立
ち
た
い
な
っ
て

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

ラ
イ
バ
ル
と
競
り
合
っ
た
り
、ラ
イ
バ
ル
に

負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て

き
ま
す
し
、
練
習
中
に
気
が
重
く
な
っ
て

「
ち
ょ
っ
と
サ
ボ
ッ
ち
ゃ
お
う
か
な
」と
思
っ
た

時
で
も
、「
あ
の
人
は
ど
ん
な
練
習
を
し
て
く
る

ん
だ
ろ
う
」と
考
え
る
と
、さ
ら
に
頑
張
れ
ま

し
た
。競
い
合
う
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
、自
分

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
く
れ
る
し
、成
長

さ
せ
て
く
れ
る
要
素
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

｜

本
多
選
手
が
感
じ
る
水
泳
の
一
番
の
魅
力

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

極
論
で
言
う
と
生
き
る
上
で
〝
速
く
泳
ぐ
〟

こ
と
は
あ
ま
り
必
要
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

で
も
、陸
上
競
技
な
ど
に
比
べ
、最
後
の
ど
ん

で
ん
返
し
が
一
番
大
き
く
あ
る
競
技
か
な
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
五
輪
で
の
レ
ー
ス
も

そ
う
で
す
が
、最
後
の
50 

m 

で
一
気
に
前
に

出
た
り
、逆
に
ト
ッ
プ
だ
っ
た
選
手
が
一
気
に

落
ち
て
し
ま
っ
た
り
と
、
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
競
泳
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

｜

確
か
に
2
0
0
m
く
ら
い
の
距
離
に
な
る
と

最
後
に
失
速
す
る
選
手
も
い
ま
す
ね
？

最
後
の
50 

m
は
本
当
に
苦
し
い
中
で
必
死
に

泳
ぐ
ん
で
す
け
れ
ど
、み
ん
な
同
じ
状
況
の

中
で
誰
が
一
番
根
性
を
持
っ
て
泳
げ
る
か
っ
て

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。ど
の
競
技
も
そ
う
い
う

も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、僕
の
場
合
は
特
に

息
つ
ぎ
を
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
し
、常
に

吸
え
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、そ
こ
で
ど
れ

だ
け
自
分
の
根
性
を
見
せ
ら
れ
る
か
。最
後

の
50 

m 

で
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、

そ
こ
が
面
白
さ
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

｜

な
る
ほ
ど
。ち
な
み
に
本
多
選
手
自
身
は

根
性
あ
る
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
か
？

根
性
は
多
少
な
り
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
僕
は
ず
る
賢
い
の
か

な
っ
て
。序
盤
は
あ
ま
り
頑
張
ら
な
い
で
隣
に

つ
い
て
い
っ
て
、最
後
の
50 

m 

だ
け
頑
張
る

み
た
い
な
。練
習
の
時
か
ら
や
っ
て
い
て
、

ち
ょ
っ
と
卑
怯
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が（
笑
）、そ
れ
が
僕
の
レ
ー
ス
ス
タ
イ
ル
な

の
で
、続
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜

東
京
五
輪
で
は
本
多
選
手
の
明
る
い
性
格

と
い
う
の
が
話
題
に
な
り
、代
表
チ
ー
ム
の
中

で
も
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、そ
こ
は
意
識
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

意
識
し
て
や
っ
て
い
る
時
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

僕
は
性
格
的
に
適
当
な
と
こ
ろ
が
多
く
て
、

お
猿
さ
ん
み
た
い
な
こ
と
を
控
え
場
所
と
か

で
も
し
ち
ゃ
う
の
で
…
そ
れ
は
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
で
す
が
、今
で
も
素
で
や
っ
ち
ゃ
う

時
も
あ
り
ま
す
。何
で
こ
ん
な
ア
ホ
み
た
い

な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
、自
分
で
も

後
々
見
返
し
て
思
い
ま
す
が
、そ
れ
で
チ
ー
ム

に
ち
ょ
っ
と
で
も
笑
顔
が
増
え
る
ん
だ
っ
た

ら
、そ
の
方
が
明
る
く
て
楽
し
い
の
か
な
と

思
っ
て
や
め
ず
に
、ち
ょ
っ
と
チ
ャ
ラ
ン
ポ

ラ
ン
な
感
じ
で
や
っ
て
い
ま
す
。

｜

で
も
、他
の
競
泳
の
選
手
達
が
、本
多

選
手
の
お
か
げ
で
い
い
雰
囲
気
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
く
と
、本
多

選
手
の
よ
う
な
明
る
い
選
手
が
い
て
、チ
ー
ム

に
い
い
流
れ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
っ
て

い
う
の
は
、す
ご
く
あ
り
が
た
い
な
っ
て
。

そ
の
性
格
を
是
非
今
後
も
、チ
ー
ム
ジ
ャ

パ
ン
の
た
め
に
発
揮
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。

は
い
。変
わ
ら
ず
チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
に
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す（
笑
）。

｜
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
学
生
と
し
て
、今
ど

の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
？

コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
に
も
行
き
づ
ら
い
の
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
中
心
で
す
。本
当
は

僕
も
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
学
ん
で
い
る

他
の
競
技
の
選
手
た
ち
と
話
を
し
て
、

例
え
ば
陸
上
競
技
や
野
球
の
選
手
は
ど
ん
な

練
習
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
知
り
た
い

ん
で
す
が
、今
の
状
況
で
は
友
達
を
作
る

こ
と
も
難
し
い
の
で
…
。
で
も
、
授
業
を

通
し
て
い
ろ
ん
な
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。大
学
生
ら
し
い
こ
と

は
で
き
て
い
な
い
の
で
、ち
ょ
っ
と
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
な
と

い
う
感
じ
で
す
。

｜

こ
れ
ま
で
受
講
し
て
き
た
中
で
、面
白
い
と

思
っ
た
授
業
は
あ
り
ま
す
か
？

対
面
で
学
べ
た
競
技
ス
ポ
ー
ツ
方
法
実
習
で
す

ね
。例
え
ば「
ピ
ル
エ
ッ
ト
」と
か
を
自
分
で

調
べ
て
、実
際
に
選
手
側
に
な
っ
て
や
っ
て
み
た

り
、反
対
に
指
導
者
側
に
な
っ
て
コ
ー
チ
ン
グ

し
た
り
し
ま
し
た
。や
っ
た
こ
と
の
な
い
技
を

人
に
教
え
た
り
、教
え
ら
れ
た
り
っ
て
い
う

の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

｜

私
も
そ
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
の
で

そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

で
は
、本
多
選
手
が
考
え
る「
ス
ポ
ー
ツ
の

価
値
」と
は
何
で
す
か
？

僕
は
、人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
点
が
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
全
体

が
落
ち
込
み
、日
常
が
楽
し
く
な
く
な
っ
て
い
る

状
況
を
変
え
て
い
け
る
、そ
の
力
が
ス
ポ
ー
ツ

に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
の
面
白

さ
っ
て
い
う
の
は
、何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
や
、選
手
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
が
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
っ
飛
ば
す

パ
ワ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
。ス
ポ
ー
ツ
は
自
分

自
身
を
も
変
え
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
も
の

な
の
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
」と
い
う
の
を
、

今
後
も
っ
と
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

｜

五
輪
で
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
本
多
選
手
の

よ
う
な
人
が「
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
」を
し
っ
か
り

と
社
会
や
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
と

同
時
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
大
事
に
し
た
い
、

向
上
さ
せ
た
い
」と
考
え
る
選
手
が
1
人
で
も

多
く
増
え
れ
ば
、よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
は

高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、文
化
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

｜

将
来
、競
技
を
終
え
た
先
の
人
生
を
想
像

し
た
り
、何
か
目
指
し
て
い
こ
う
な
ど
と
考
え

て
い
ま
す
か
？

深
く
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、競
技
を
引
退

し
た
ら
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
も
う

一
度
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勉
強
は
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
ぶ
こ
と
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
の
で
、例
え
ば

水
泳
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
、海
外
へ
留
学

し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
み
た
い
。そ
し
て

日
本
に
帰
っ
て
き
た
時
に
、水
泳
も
含
め
た

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く

何
か
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
北
島

康
介
さ
ん
は
そ
う
や
っ
て
自
分
の
チ
ー
ム
を

作
り
、水
泳
を
広
め
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

僕
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
な
っ
て
…
。

僕
の
夢
は
、1
つ
は
五
輪
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

で
す
が
、も
う
1
つ
、日
本
の
水
泳
を
メ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

高
校
時
代
、僕
が
ど
ん
な
に
結
果
を
出
し
て
も
、

や
っ
ぱ
り
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
県
大
会
優
勝

の
方
が
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、そ
こ
は
ち
ょ
っ
と

腑
に
落
ち
な
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、自
分
が

一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
わ
か
る
水
泳

の
素
晴
ら
し
さ
を
、日
本
は
も
ち
ろ
ん
、世
界

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜

ど
ん
ど
ん
世
の
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、1
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
が「
水
泳
を

や
り
た
い
」っ
て
思
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

最
後
に
、今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
う
2
年
後
に
パ
リ
五
輪
が
あ
り
ま
す
し
、

今
度
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
が
大
き
な
目
標

で
す
。
直
近
で
3
月
に
国
際
大
会
の
代
表

選
考
会
が
あ
る
の
で
、ま
ず
は
そ
こ
で
自
己

ベ
ス
ト
を
出
し
て
、「
や
っ
ぱ
り
日
本
の

2
0
0 

m 

バ
タ
フ
ラ
イ
は
本
多
灯
だ
」っ
て

言
わ
れ
る
よ
う
な
泳
ぎ
を
し
て
代
表
権
を

つ
か
み
、本
大
会
で
も
自
分
の
レ
ー
ス
を
し
て

優
勝
で
き
る
よ
う
に
ひ
た
む
き
に
練
習
し
て

い
き
た
い
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
ど
う
な

ろ
う
と
、自
分
が
や
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い

と
思
う
の
で
、自
分
の
情
熱
を
さ
ら
に
熱
く

し
て
、去
年
よ
り
さ
ら
に
活
躍
す
る
1
年
に

な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
何
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

僕
が
競
技
を
す
る
理
由
の
1
つ
は
、や
っ
ぱ
り

人
間
力
向
上
と
い
う
面
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。自
分
自
身
で
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
し
、練
習
だ
け
で
な
く
、

生
活
面
に
お
い
て
も
、
人
間
性
の
部
分
に

お
い
て
も
、す
べ
て
が
競
技
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
日
々
行
動
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

ポ
イ
捨
て
を
見
つ
け
た
ら
そ
の
ゴ
ミ
を
拾
う

と
か
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
自
分
を
磨
い
て

い
く
と
い
う
の
が
競
技
力
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
ん
で
す
。実
は
中
学
生
の
頃
に
、大
谷

翔
平
選
手
が
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
、影
響
を

受
け
て
始
め
た
こ
と
な
ん
で
す
が
、
僕
が

や
る
こ
と
で
、
今
度
は
誰
か
が
僕
を
見
て

始
め
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

さ
ら
に
、勉
強
も
自
分
を
磨
く
大
き
な
要
素

だ
と
思
う
の
で
、大
学
を
卒
業
し
て
も
そ
の

学
ぶ
と
い
う
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜

J
O
C 

が
掲
げ
る「
人
間
力
な
く
し
て
競
技

力
向
上
な
し
」と
い
う
テ
ー
マ
を
ま
さ
に
体
現

し
て
い
て
、そ
こ
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上

を
目
指
す
と
い
う
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
な
っ
て

思
い
ま
す
。是
非
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

競
技
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
夢
の
舞
台
」で
戦
え
た
こ
と
が

何
よ
り
う
れ
し
い
。

ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
、成
長
に
つ
な
が
る
。

チ
ー
ム
を
笑
顔
に
で
き
る
の
な
ら
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
続
け
て
行
き
た
い
。

水
泳
の
素
晴
ら
し
さ
を

日
本
に
も
、世
界
に
も
伝
え
た
い
。

五輪後のインカレ（10月）でも200mバタフライを制し、大会2連覇を達成。
さらに400m個人メドレーで2位、男子4×100mと4×200mのフリー
リレー2種目で勝利するなど、男子2年ぶりの総合優勝に大きく貢献した。

 ［
ほ
ん
だ
・
と
も
る
］ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
2
年
。神
奈
川
県
出

身
。日
大
藤
沢
高
校
卒
。2
0
1
9
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
注
目

さ
れ
る
。本
学
入
学
後
、は
2
0
2
0
年
10
月
の
イ
ン
カ
レ

で
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
と
4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー

の
2
冠
。12
月
の
日
本
選
手
権
は
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ

優
勝
、4
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
準
優
勝
。2
0
2
1
年

4
月
の
日
本
選
手
権
で
2
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
を
制
し
て

東
京
五
輪
出
場
を
決
め
、同
種
目
で
見
事
に
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、世
界
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
。

昨夏の東京2020オリンピック競技大会の競泳・男子200mバタフライにおいて、スポーツ科学部2年の本多灯選手が銀メダルを
獲得し、日本中を沸かせたのはまだ記憶に新しい。この五輪をどんな気持ちで戦っていたのか、そして現在と将来をどう考えて
いるのか。オンラインでのインタビューではあったが、1人のアスリートとして、人間として、さらなる成長を目指す本多選手の、熱く
真摯な思いと確かな決意を感じとることができた。

東京五輪メダリストインタビュー

競泳・200mバタフライ 銀メダリスト

（スポーツ科学部・2年）

本多 灯 選手インタビュアー：
スポーツ科学部 専任講師 澤野大地

人
間
力
を
磨
き
、

　
パ
リ
五
輪
で
は
金
メ
ダ
ル
を
。

Congra
tulatio

ns!
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